














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































書 名 ！回 書 名 i回 書 名 回
武教全書 ! 16 詩経 ! 2 三略 1 
聖教要録 i 12 武教本論 i 2 呉子 1 
辛面ffi!
圭ロ五口 : 5 三体絶句 \ 1 原源発機 1 
大学 5 孟子 i 1 三重伝 1 
春秋 5 左伝 j 1 武教要録 1 
孫子 3 老子 j 1 尚書 1 
荘子 3 修身受用抄 : 1 書経 1 
中庸 3 李衛公問対 1 1 兵法雄鑑 1 

























































































































































































































































































一之上 i 自序並序段 ! 用間 四之下 i 河戦
： 主本 i 練陣 ! 舟戦
1 撰将 ! 行軍 i 伏戦
i 用士 i 営法 1 火戦
i 武者分 ＇ 城築 i 夜戦
＇ 制法 四之上 i 客戦 : 夜守
i 撰功 i 主戦 i 雑戦
i 内習 i 攻城 i 戦法
i 軍礼 i 守城 五 1 丘ノ ヽ六自
j 法令 i 寡戦 : 急療
一之下 i 天官 ！ 歩戦 i 金癒














































































































































































































































































































































































































































































































いた点も否め い。『武教全書』上における「武士道 がときに正義をも取り込み三民 化の概念として、
後世拡大



















注 釈 書 に よ っ て は 共 通
す る 見 解 も み ら れ 、
多様な解釈があると同時に、
何 ら か の
軸となる教訓も存在する可能性を秘めている。
そ れ を 明 ら
かにするには『武教全書』の注釈書の種類に目処を立てつつ、
書 物 間 の ネ ッ ト ワ ー ク や 解 釈 の 精 査 、
そして様々な武
士 層 に 向 け た 考 察 が 必 要 だ ろ う が 、
これらを今後の課題と
して今は稿を終える。
【付記】本稿は国文学研究資料館共同研究（若手）「山鹿素行関連 文 献 の 基 礎 的 研 究 」 に よ る 成 果 の 一 部 で あ る 。
(2)笠谷和比古『武家政治の源流と展開
近世武家社会研究












武 士 道 」 研 究 の 現 在













前 田 氏 は 『 武 教 全 書 』
の 教 訓 が 『 甲 陽 軍 鑑 』 と 同 様 、
戦場に生きる戦闘者としての武士像を検討した側面も持ち合わせるとし、
抜け駆けや喧嘩・私闘等、










( 7 ) 原 本 は 国 文 学 研 究 資 料 館 特 別 コ レ ク シ ョ ン 山 鹿 文 庫 蔵 （ 以 降 、
本文では「山鹿文庫」と表記した
。）。




こ の 期 間 に 講 義 を 行 っ 一 四
た記録はみられない。
配流先で賓客の厚遇をうけたとされ
る素行が
（『配所
残筆』
）、
藩内で何の講義もしないはずはな
く、
配流の事情を含めた背景と資料的限界もふまえた方が
よいだろう。
(9)
素行の講釈記録は『家譜年譜』の他にも『撥話類』・『雑記』等で残
されており、
そこ
でも『武教全書』が圧倒的な割合
を占める。
これらの記録は
『全集』
一五巻所収の
「年譜資料」
（廣瀬豊命名）
にて掲載されているが、
抄録が多く忠実な翻
刻がされてい
わけ
ではない。「年譜資料」を用いるには、
山鹿文庫蔵の原典との照合が不可欠ゆえ、
その検討は今後
に期す。
なお、
『全集』が抱える翻刻
・書誌等の問題点につ
いては拙稿「『山鹿素行全集』考」（『国文学研究資料館紀要文学研究篇』四――-、
二0
一七）参照。
(10)『武教全書』は素行が重視しただけではな
い。
津軽藩士添田
儀左衛門による記録「添田儀左衛門日記」
によれば、
延宝
九（
一六八一）
年六月
九日
（浪川健治編『近世武士の生活
と意識「添田儀左衛門日記」
天和
期の江戸と弘前
』
（岩田書院、
二00四）第二部一五
七頁）、
同年六月一六日
（一六0頁
）、天和二
（一六八二）
年七月
六日（二四九頁）、『武
教全書』を用いた議論が行われたという。 武教全書』 他、素行の弟子磯谷十介が『聖教要録
』の講義
を行
った記録も
あり、
両書が素行の弟子らによっても重視されていた事実
がうかがえる。
なお津軽藩と山鹿素行の関係については谷
口置子「津軽藩における山鹿流兵学の受容
一七世紀後
半の軍事」（『書物・出版と社会変容』
一三
、二0―二）参照。
一五
(11)「遺著解題
（二）」（『全集』月報
七、
三頁）
(12)『大学中庸諺
解』
を含め、
これらの成立
を伝
える当該箇所は
原漢文。
なお、
「丁酉の災に罹り、
草稿も亦た亡ぶ、
唯だ中
庸の草、
少しく存す」は『全集』において割り注扱いだが、
原典では本 である。
(13)『家譜年譜』内で『兵法神武雄備集』
を全く回想することな
く『武教全書』に寄り添った傾向は、
『兵法神武雄備集』と
の決別をも含めた、
何らかの思想展開があるかもしれない。
『兵法神武雄備集』から『武教
全書』に至るまでの展開は、
若年期における素行の思想
を
みる上で興味深いが、
この点
については今後の課題とし い。
(14)
四書の講義は年譜の中で見かけるが
素行の注釈書『四書
句読大全』（寛文七〔一六六七〕年）
については成立が記さ
れるのみで、
これら
を講義に用いたとする記録はない。
(15)
なお『武教全
聞書』
はこの後「武
道正義の臣下」の好例
として井伊掃部頭を挙げる。『武教全書講集』（
山鹿文庫蔵）
にも簡略ながら同様の文言がみられ、
注釈書間のネットワ
ークも確認できる。
(16)『武教全書講義』は
廣瀬豊の
命名による。
政方三〇＼三二歳
の頃の著作で、
題箋は『武教全書諸説詳論家伝秘抄』
、
跛文
には『武教全書家伝秘抄』とある。
（廣瀬豊編『山鹿素行兵
学全集』四、
教材社、
一九四四、
解題）
(17)
本稿で用いた山鹿文庫蔵『武教全書
聞書』（
請求番号A|
四五
二）
は散逸されており、
同じ体裁の『武教全書聞書』
は請求番号が異なる形で現存する可能性もある。
事実『武
教小学』（『武教全書』の附属書）の注釈書『小学聞書』（請求番号B二八クー一八一ー一
三八七）は『武教全書聞書』
と体裁を同じくしており、
本来は同じ書物であったとみら
れる。
なお、
目録によれ
ば『小学聞書』
は「江戸中期写」
とあるため、『武教全書聞書』につ
いても、
これに従った。
(18)前田氏前掲書参照。(19)注(16)前掲書一四一頁。(20)なお
『山鹿語類』巻二二
（士
談篇）
に目を向けると素行は「武
士道」を用いた―つの武士
談も紹介する。
師日、
竹中半兵衛平生手足の指をうごかし
、
寒の中に
も手を内に不入、
甚寒ずれば必ず手をも
みなど致せ
り、
秀吉の前に伺候の間も、
足をうごかし左右をかた
かたづ＞やすめける、
是を或人の尋ねければ、
主君の
前にて
自分の逸楽のために手足を自由するは甚無礼な
り、
御用のためを思ふて手足四支の痺疫せんことを思
ふは忠の致す処也、
大丈夫は平生武義を心に忘るべか
らず、
自余の作法は少したがへる処ありても不苦、
武
士道の事にをいて汚れたる名
あらんことは勇士の本意
ならず、
こ>に事あらん時、
足しびれたる手こゞえた
ると云て、
云分立べからずと云へり、
故に竹中平生手
足をねり刀を側に不離、
旅宿我宿と云へども聯間断す
ることなかりける
と也、（『山鹿語類』巻二二、士談一〔ニ
巻四八三＼四頁〕）
竹中半兵衛は常日頃から手足を動かし、
主君の前でもや
めることはなかった。
それを傍輩が尋ねると、
咄嵯の変事
にそなえるために動かすのだと切り返す。
手足の所作が不
作法であっても
「武士道の事」
に仕損じては汚名を着せられ、
勇士の本意とはいえない。
だからこそ
いかなる場所でも手
足を動かすのだという。
ここに表れる
「武士道の事」は戦闘時を指しており、
定
義上は『武教全書』上の
「武士道」と変わらず、
素行のい
う「武士道」
は「武教」等と比べて、
狭小な意味にすぎな
かったことがわかる。
こう
した点を含め素行が「武士道」
をいかなる文脈で用いたのか、
翻刻資料以外を用いた精査
が今後も求められるところである。
(21)この点において「武士道」とい
う語が武士の倫理にとどま
らず、
もと
より
技術的な意味合いを含
んでいたとする田
中光郎の主
張は傾聴できる。
詳しくは
「職分」としての
「武」1山鹿素行の思想に関する一考察」
（『論集きんせい』
10、一九八七）参照。
(22)山塵渦忠
（？
s-
八ニ―)は平戸藩の兵学者。
実の父は山
鹿平
馬（
素行の弟）系統
の山鹿一学だが、
五代目の高賀に
子がいないため
養子に入り、
山鹿家を継いだ。
(23)注(16)前掲書一四一頁。(24)
「
武士」が農工商の上に立ち、
人倫の指導者としての役割を
主張した資料は以下の通りである。
大農大工大商は天下の三宝たり、
士は農工商の業無く
して三民の長たる所以の者
は他無く、
能く身を修めて
心を正して国を治め天下を平かに
するなり
（『武教小学』
序文）
一六
士は農工商の業をさし置て此道を専つとめ、
三民の
間荀も人倫をみだらん輩をば速に罰して、
以て天下
の人倫に正しきを待つ、
是士に文武之徳知、
不備ば
あるべからず、（『山鹿語類』〔素行会編、
国書刊行会、
一九一〇＼一―〕二巻二五二頁）
(25)例えば山塵尚基の弟子筋にあたる西河小左衛門『全書諭義』
（一七三〇〔享保一五〕年奥書）上の兵卒への規律をみると、タテの序列よりもむしろ、
同役の兵士間における朋友関係
が重視されている。
詳しくは拙稿「山鹿素行『武教全書』
とその展開」（『北京日本学研究』二六）参照。
(26)佐伯前掲論文四二九頁。
一七
